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【改訂のあらまし】  
改 訂 の あ ら ま し 該当頁 

 平成 29 年６月第５版発行後の、最新の法令・知見、技術動向に対応して内容、レイアウト

及びイラストを見直すなどの変更を行った。 

  

【用語・表記の統一】 

本文及び図表において、下記用語の統一を図った。 

・「一次側」→「入力側」、「二次側」→「出力側」 

・「一次側配線」→「入力ケーブル」、「二次側配線」→「溶接ケーブル」 

 

【主な改訂箇所】 

第１編 アーク溶接等に関する知識 

第 1 章 アーク溶接等の基礎知識 

・「2-1-1 原理」、被覆アーク溶接における溶接棒の性質について、記述を追加。 

また、「図 1.3 グラビティ溶接」、「図 1.4 低角度溶接」を修正。 

・「2-2-1 溶極式」、C)溶接ワイヤ、近年の溶接棒使用について、内容を修正。 

・「2-4-1 特徴」、（２）短所による耐気孔性について修正。 

第 2 章 電気に関する基礎知識 

・「1-1 電圧,電流,抵抗」に「図 1.18 直流と交流」を追加。 

・「図 1.19 電気回路」の抵抗の記号を修正。 

・旧版「4-1 電撃の危険因子」を「4-1 感電の危険因子」に変更し、「感電」と「電撃」の

定義を追記。この定義に基づき、本文見出し等の「電撃」の箇所を「感電」に変更。 

・「図 1.21 溶接棒に触れた場合の電流経路および等価電気回路」の抵抗の記号を修正。 

 

第２編 アーク溶接装置に関する基礎知識 

第１章 アーク溶接装置の概要 

・2-1-1 可動鉄心形交流アーク溶接機」、旧版「図 2.1 可動鉄心形溶接機の原理」を「図

2.1 可動鉄心形アーク溶接電源の原理」に差替え、関連する解説内容を改めた。 

・「2-2-2 整流方式」、サイリスタ制御方式の解説と「図 2.3 サイリスタ制御方式」追加。 

第 3 章 溶接材料および関連器具・装置 

・「1-1 被覆アーク溶接棒」、抗張力鋼および低温用鋼用被覆アーク溶接棒規格の記述を削除。 

・旧版「写真 2.2 溶接トーチの一例」、「写真 2.3 ティグ溶接トーチの一例」を削除し、新

たな画像による「写真 2.2 溶接トーチの一例」に差し替えた。 

第 4 章 配線 

・「1-4 溶接機外箱の保護接地」、溶接電源のケース、母材等については、電気工事士が設置

工事等を行う旨を、追記した。 

・旧版「2-5 母材の接地」、「図 2.15 母材の接地例」とともに項目を削除。 

 

第３編 アーク溶接等の作業方法に関する知識 

第２章 溶接等の作業方法 

・「図 3.2 開先の種類（突合せ継手の場合）」にレ型、K 型、J 型、H 型のイラストを追加。 

・「4-1 アークの出し方、止め方およびビードの継ぎ方」として、関連の記載、図表の掲載

順等を再構成した。 

・旧版「６ 溶接部の点検と溶接欠陥」を「６ 溶接部の目視検査と溶接欠陥」に、旧版「6-1 
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溶接部の点検」を「6-1 溶接部の目視点検」に修正。「点検」を「目視検査」に統一。 

第 3 章 災害防止 

・「表 3.4 交流アーク溶接作業における感電死亡災害死亡者数の推移」を（昭和 60 年～平

成 30 年）の内容に更新した。 

・旧版「1-2-5 絶縁性手袋の使用」を「1-2-5 溶接用かわ製保護手袋の使用」に変更。ま

た、「革製」の表記を「かわ製」に改め、かわ製手袋の下に軍手を着用する旨を追記した。 

・「3-1 アーク光による障害」、「図 3.34 炭酸ガスアーク溶接時に発生するアーク分光放照

度の例」、「図 3.35 光学放射による眼障害」、「表 3.6 有害光による急性障害の症状」を

追加。解説についても、溶接時のアーク光が眼に与える影響について追記。 

・「3-1-3 赤外線」の項目を追加。赤外線の目に与える影響を追記。 

・「3-2-2 溶接用保護面」、「写真 3.2 ヘルメット型の一例」を追加。 

・「3-2-3 作業場の区画」に「表 3.8 溶接用遮光カーテンの種類と特徴」、「図 3.37 溶接用

遮光カーテンの光学特性の例」を追加。 

・「4-5 粉じん対策」、旧版「図 3.36 掲示例（アーク溶接時マスク着用ボード）」を削除し、

「保護具着用管理責任者」の選任とその役割について追記。 

・「4-5-1 換気」、排気方法として「送・排気方式」「排気方式」「送気方式」の記述を加え、

「図 3.40 排気方式による換気の例」、「図 3.41 送気方式による換気の例」を追加。 

・「4-5-2 呼吸用保護具」、防じんマスク使用の際の注意事項を追記し、「表 3.9 防じんマ

スクの種類」を最新の内容に変更。 

・「表 3.12 アーク溶接による一酸化炭素中毒例」、掲載の事例を最新のものに更新。 

・「7-1-2 被加工物の移動」を追加。被加工物を移動させる際の条件を追記。 

・「7-2-6 母材側通電路の確保」として、母材通電路確保の解説を追加。 

・「８ 墜落災害の防止」中の「安全帯」の表記を「墜落制止用器具」に統一した。 

・「図 3.47 高所足場（建築現場）上での安全帯の使用例」を「図 3.47 高所足場（建築現

場）上での墜落制止用器具の使用例」として、イラストを修正。 

・旧版「図 3.44 １本つり状態で使用する胴ベルト型安全帯（例）」、「図 3.45 U 字つり状

態で使用する胴ベルト型安全帯」を削除。 

・旧版「図 3.46 フルハーネス型安全帯（例）」を「図 3.48 フルハーネス型墜落制止用器

具（例）とし、新規図に差替え。 

・「9-3-2 作業管理」として、高温環境下の作業管理の解説を追加。 

第４章 災害事例 

・旧版より一部事例を削除し、新規事例５、６、７、９、11、12、13 を追加。 

 

第４編 関係法令 

・「１ 労働安全衛生法のあらまし」、「図 4.1 労働安全衛生関係法令」を修正 

・「３ 労働安全衛生規則（抄）」、最終改正日、第 35 条、第 39 条を修正。 

・「５ 酸素欠乏症等防止規則（抄）」、最終改正日、第６条、第 7 条を修正。 

・「６ 機械等検定規則（抄）」、最終改正日、第 14 条、様式第 11 号を修正。 

 

参考 

・「参考１ 第８次粉じん障害防止総合対策の推進（抄）」を「第９次粉じん障害防止総合対

策の推進（抄）」に差替え 

・「参考６ 被覆アーク溶接棒の JIS 改正による新旧規格の対比（抜粋）」を現行の JIS 規格

の内容のみとし、「被覆アーク溶接棒の JIS 規格」に改めた。 

・「参考７ マグ溶接用ソリッドワイヤの JIS 改正による新旧規格の対比（抜粋）」を現行の

JIS 規格の内容のみとし、「マグ溶接用ソリッドワイヤの JIS 規格」に改めた。 

・「参考９ 溶接用語」の内容を更新。用語の解説を改めた。 

・「参考 10 溶接記号の例」を追加。    

                   以上 
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